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1. ルイヨウマダラテントウの分布の特徴 

かつて富岡（1986a, b）は，ルイヨウマダラテントウ Epilachna yasutomii がグ

リーンタフ変動を受けなかった地域の残存種であると考えた。しかし私は，そ

の分布パターンを勘米良ら（1980）の日本列島地質図と対比し，第四紀最終氷

期以降の地形や気候変動の影響を受けていると考え，最終氷期以降の残存種だ

ろうと推定した（井口, 1988）。特に，東京西郊型と呼ばれるタイプは，明治

時代以降の気候温暖化や社会変化（例えば，ジャガイモ栽培の活発化）の影響

を受けているだろうと考えた。 

井口（1988）以外にも，片倉（1986, 1988）は，リス氷期あるいはウルム氷

期以降の気候変化とそれに伴う地形や植生の変化が，オオニジュウヤホシテン

トウ群の種分化の要因になっていると推定した。また，佐藤・池本（1999）も，

これらのテントウムシの分布規制要因の一つが気温であることを示唆した。テ

ントウムシの食性や分布を探ることで，地球の気候変動の歴史や未来像が見え

てきそうで興味深い。 

東京西郊型の伊豆半島付近の分布について，もし第四紀中期以前に遡って考

えようとするならば，プレートテクトニクスに基づく伊豆半島衝突説（例えば，

先駆的研究として Matsuda, 1978）も考慮に入れる必要が出てくる。上記の富岡

（1986）の仮説は，生物地理に与えるプレート運動の影響を考慮に入れてない

ので，この点でも不十分だと言える。 
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近年，ルイヨウマダラテントウの分布は，長野県から東へ，関東，東北，さ

らには北海道の一部まで知られている（Kobayashi et al., 2011; Matsubayashi et al., 

2017）。長野県内に分布するルイヨウマダラテントウの食性の地域差に関して

は，増澤・渡辺（1991）の研究結果が，非常に興味深いものになっている。 

なお，ルイヨウマダラテントウを含むオオニジュウヤホシテントウ群のテン

トウムシの属名には，現在では， Henosepilachna が一般的に用いられる（例え

ば，中野, 2020; 藤山・片倉, 2018）。 

 

2. テントウムシと日本人 

テントウムシと言えば，文化昆虫学者の高田兼太（Takada, 2013）による，尼

崎市のケーキハウスショウタニ武庫之荘店の「柚子とホワイトチョコのムース」

のテントウムシのトッピング関する論考を思い出す。前述のオオニジュウヤホ

シテントウ群は，農作物を含む植物の葉を食する害虫として研究されることが

多い。一方で，高田が取り上げたテントウムシは，日本人をひきつける「かわ

いらしさの表象」として，スイーツのデザインに用いられている。テントウム

シの研究は，生物学的にも，文化昆虫学的にも，奥深い。 
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